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故・紀野鉄男さんを偲ぶ

　病気療養中の紀野鉄男さん（６４才）
が、４月２６日にお亡くなりになられま
した。生前より、部落解放運動をはじめと
する様々な人権問題へのかかわりを通じ
て、差別のない人権確立社会の実現をめ
ざしてきた紀野さんの活動は、多くの知
己が評価をしてきたところです。
　解放新聞社を退職後もその意欲は衰え
ることなく、さらに活躍が期待されてい
たところです。地元では、事務局として
「よみかき・きょうしつ・とよなか」の支
えるとともに、そのユニークな活動は特筆すべきものがありました。
　病にたおれてからも、強靱とも思える精神力で持ち直され、前途に希望
を感じさせてくれました。まさにこれからゆっくり、自分のフィールドで
思う存分活躍していただきたかった時期に逝ってしまいました。あまりに
若く、あまりに早く、惜しまずにはおれません。
　

しなやかな自由人しなやかな自由人しなやかな自由人しなやかな自由人しなやかな自由人・・・・・紀野鉄男さんの思い出紀野鉄男さんの思い出紀野鉄男さんの思い出紀野鉄男さんの思い出紀野鉄男さんの思い出

（理事）

初めて紀野さんとお会いしたのは岡
町の「ドラン」でした。そのとき彼は「ド
ラン」のオーナーである寺本さんの取
材に来ておられたと思います。それま
でも解放新聞大阪支局におられました
から顔は知っていたのですが、直接は
なしをするのはその時が初めてで、や

さしそうな顔であいさいつしていただ
きました。

そのあと私が大阪府連の教宣担当を
することになって、仕事を通じてもつ
きあいをするようになりました。寺本
さんは紀野さんに「どうや、豊中にきい
ひんか？」と言っておられました。「そ

●写真：人権文化のまちづくりフェスタで「よみか
き・きょうしつ」の発表を見る紀野さん（05.3.6）
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んなこと言われても…」と紀野さんは
言っていましが、再々誘いがあったよ
うです。　　　
そこで紀野さんは豊中に越してこら
れて、私たちの仲間になって今日まで
きました。

　その最初の出会いが「ドラン」であっ
たわけですが、“自由人”だなあと思っ
たのは、朝、「ドラン」でコーヒーを飲
んでから仕事に出かけるというふうな
ことだったんですが、その朝のコー
ヒーが、昼頃行っても「やあ！」とか
言って手を挙げる。「これから？」と言
うと、「うん、これか行くねん」とゆっ
くりコーヒーを飲んでおられたという
とがあります。いうなら私が解放新聞
社の責任者であるにもかかわらず「や
あ！」と自由にしておられました。

　それから、「よみかき・きょうしつ」の
ことですが、豊中の解放運動の中でも
早くからとりくんだわけですが、その
当時はいわゆる被差別部落をかかえて
いる学校に同和加配の先生がおられて、

これは子どもたちの学力のためにとい
うことで配置をしてもらったんですが、
その先生に識字学級も担当していただ
きました。昼は子どもたちのため、夜は
大人のためにということで、非常に過
重な労働をしていたと思います。
　そういうこともあって、数年して自
然消滅しました。そのあと、何とかせん
とあかんと思っていたわけですが、寺
本さんの方からも若干プレッシャーが
ありました。その当時、寺本さんは部落
解放同盟中央本部の文化対策部長をし
ておられ、私は大阪府連の文化対策部
長で、紀野さんは解放新聞の記者とい
うことで、全国の識字交流会というこ
とで参加したり、取材していました。３
人で「豊中、何とかせんとあかんなあ」
と話もしていました。

そして、ちょうど地元の方から「ま
た、識字学級をやりたい」という声が
あって、１９８１年に再開しました。こ
のときにその前の反省ということで、
同和加配の先生にお願いをするのでな
しに、豊中の先生で部落解放運動に関
心を持っていただいている方に来てい

喫茶「ドラン」
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ただきたいということで、当時「市同和
教育研究協議会」（現・市人権教育研究
協議会）の事務局長をしておられた新
開先生に、「同和加配の先生は子どもに
関わっていただく、それ以外の先生で
識字学級をやってくれる方をさがして
ください」とお願いしました。

もう一つの反省は、地元で事務局を
担当する者がいなかったということで、
紀野さんにお願いをして事務局をやっ
ていただくことになりました。これが
よかったと思います。それで今日まで
豊中の「よみかき・きょうしつ」が続い
てきたのだと思います。

もう一つは、カメラの話です。紀野さ
ん、シャッターはたくさんきりました。
まめにきるわけですが、もうひとつま
めなことは、商売道具を忘れてくると
いうことです。「実はこのあいだ、駅の
ホームでバッグ忘れてきてん」という
ようなことがよくありました。私の家
に来たときも、帰ってから「バッグない
か？」いうようなことがありました。し

かし、不思議なことにそれがまた返っ
てくるんです。

それといわゆる一眼レフカメラ、こ
れはガシャッという音がするんですが、
それで仕事をしておられたわけです。
ところが、レンズシャッター、古いタイ
プのクラッシック・カメラといっても
いいんですが、フィルムを入れるのも
難儀なカメラなんですが、そういうカ
メラを買って嬉しそうに見せてくれま
した。
部落解放文化祭の舞台の写真を写す
ときにはこのシャッターの音の小さい
カメラで写すというようなことをやっ
ておられて、写真が変わったなあと思
いました。
また、紀野さんの写真はあたたかみ
があるんです。紀野さんの特徴は人を
写すという、そこにはお互いの交流が
あるという感じがします。そういう写
真をもっととりたかったんだろうなあ
と思います。

「よみかき」をやっていただいたんで
すが、もっと別の分野でも豊中の地で
のとりくみをお願いしたいと思ってい
ました。紀野さんはしなやかな自由人
ですからもっともっと長生きするだろ
うと思っておりました。
紀野さんが築いていただいた人間関
係をこれからも大事にしていきたいと
思います。
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1981年12月5日が再開第1回目ですから、もう20数年も以前のこと
になります。ですから、記憶が定かではありません。当時の記録を見
ながら、できるだけ思い出して述べることにします。
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「「「「「人人人人人権権権権権協協協協協」」」」」は、は、は、は、は、私の人生に大きな痕跡を記して…私の人生に大きな痕跡を記して…私の人生に大きな痕跡を記して…私の人生に大きな痕跡を記して…私の人生に大きな痕跡を記して…

【 （評議員）】
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プロ野球セ・パ交流戦楽しんでますか｡ 福岡ドー
ムのマウンドに 35 年ぶりに､あの｢下商の､西鉄の｣
池永正明さんが帰ってきました｡ところで､池永正
明さんって知ってます？カッコイイそしてホント
凄いピッチャーでしたよ｡ 復権を願ってました｡

　

≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫

●写真：5 月 11 日のソフ
トバンク対広島２回戦で
始球式を行った池永氏
（日刊スポーツより）
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思いおこされる家族の肖像～そりがあわなかった解放運動
の世界～今、ヘルパーとして人間の尊厳をめざす
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■ 2004年度の人権相談の集約を見ると、延べ
件数が 194件、実件数が 54件（昨年度はそれ
ぞれ 130件、49件）でいずれも増えています。
女性が 38件、男性が 14件と女性が多いのは
変わりません。課題別では子ども（11件）、高
齢者（7件）、部落問題（6件）の順で、女性、
障害者、外国人がそれぞれ 4件、労働（3件）
と多岐におよんでいます。これらに対して助
言・指導（42件）で対応していますが、解決
に至ったのは 4件だけで、ほとんど（46件）が
継続となっています。■冒頭にあるように
「豊中の差別事象・Ⅳ」は今日の部落差別の一
つの断面を明らかにしていますが、大事なこ
とはそれらの事象の一つひとつに差別行為を
する人と、それによって被害を被り、傷つく
人がいるという現実です。だから、たかが落
書き・たかが電話などと気楽にやり過ごすの
ではなく、そうした想像力を働かせてお読み

いただきたいと思います（ご注文をお待ちし
ます）。■今国会に再提出予定の「人権擁護法
（人権侵害救済法）案」をめぐる動きが混迷を
深め、提出が危ぶまれる状況になってきてい
ます。この法案は、差別や虐待に苦しむ人々
を救済することを目的とするもので、いたず
らに論点を広げ、結果として法制定が困難に
なれば、「立法の不作為」（国会がするべきこ
とをしないこと）という事態をも招きかねま
せん。■差別や人権侵害の防止、被害の救済
のために政治や行政、司法が果たすべきこと
を求めつつ、私たち自身も人権感覚を磨き、
異議申し立てできる力をつけることが必要だ
と思います。■今年度からセンター事業の一
部を受託しましたが、所期の結果が出るよ
う、またより充実した事業が展開できるよう
がんばります。賛助会員への参加等、昨年に
増しますお力添えをお願いする次第です。
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